
国際こだいら
発行 : 一般社団法人小平市国際交流協会（KIFA）

（KIFA）

2024年

9月1日発行
No.103

URL https://www.kifa-tokyo.jp/ E-mail  info@kifa-tokyo.jp

高尾山に登ろう！！

　爽やかな初夏の日曜日、交流イベントグループ主催の
高尾山登山が行われました。参加者は、中国、パキスタン、
オランダ出身の、日本語クラスの受講生や KIFA のボラン
ティアなど計 15名です。
　9時 30分に高尾山口駅で集まり、自己紹介のあと集合
写真を撮って、さあ出発です。稲荷山コースは、最初の
階段を上ったところに旭稲荷があり、そこで休憩を挟み
ました。赤い鳥居の中にある社殿やその両脇の狐の像に
ついて、ボランティアが丁寧に説明しました。
　その後しばらくは急な登りが続き、普段から運動をし
てる人はスイスイ、そうでない人はゼイゼイ言いながら
稲荷山展望台へ。木のベンチから都心の方向に展望が開
けており、遠くに新宿ビル群が見えました。
　その先は樹々に囲まれた緩やかな幅の広い道が続き、
のんびりとお喋りをしながら歩いていきます。各々の出
身国の気候や自然、趣味のスポーツの話など、話しぶり

から母国への想いも感じられました。雲や樹々が日差し
を和らげ、心地よい風が吹いてきます。
　最後に長い階段を上ると高尾山頂上です。山頂からは
神奈川方面の山々が見え、多くの人で賑わっていました。
そしてお楽しみのランチタイム。レジャーシートを繋げ
た上に皆が座り、お弁当を広げます。中国出身の人が作っ
たニラ焼きやきゅうり漬が配られたり、パキスタンの炊
き込みご飯ビリヤニや甘いお米のスープが回ってきたり
と、異国の味の交換が始まりました。皆すっかりリラッ
クスして、仲良しになっていました。
　最後に山頂で記念写真を撮って解散となりましたが、
駆け足で下山する人、薬王院に寄っていく人、ケーブル
やリフトで下りるご夫婦など、様々でした。
　高尾山は小平から近いうえ、自然豊かな山なので、ま
た紅葉の季節にでも出かけてみたらいかがでしょうか。

5月26日（日）



　「やさしい日本語」という言葉を最近よく耳にしませ
んか？「やさしい日本語」とは、日本語の理解に対して、
何らかの困難がある人のために配慮された日本語表現の
ことです。
　誕生のきっかけは阪神淡路大震災でした。震災時、日
本語が母語ではない方々に一番通じたのは、英語や中国
語ではなく簡単な日本語だった、という調査報告が出さ
れました。そこで、日本語を母語としない方向けにでき
たものが「やさしい日本語」です。例えば、「高台に避
難してください」はよく耳にする文ですが、「高いとこ
ろに逃げてください」と言い換えることで、より多くの
外国人に理解してもらえるのです。
　現在では、外国ルーツの方だけではなく、お年寄りや
障がいを持つ方にも分かりやすい表現だと言われていま
す。そして、災害時だけではなく広くツーリズムや公共
の場でも使用されるようになりました。
　「やさしい日本語」に言い換えるには、いくつかのルー
ルがあります。しかし、誕生のきっかけから分かる通り、

「やさしい日本語」の目的は、相手側に言いたいことが
伝わるということなので、相手側に伝わっているのであ
れば、それが「やさしい日本語」としての正解になりま

す。つまり、「やさしい日本語」にはこれぞ正解 ! とい
う正解がないのです。
　さらに、相手に伝わる工夫は何でも取り入れるのが「や
さしい日本語」です。絵や写真を加えたり、レイアウトの
変更もする点が、外国語の翻訳とは違うところです。「や
さしい日本語」への書き換えに挑戦した人たちが、「やさ
しい日本語は難しい」と口にする部分でもあります。だか
らこそ、様々な背景を持つ人たちが集まり、どのような表
現にすると相手に伝わるのか考えるという活動が重要に
なってきます。何パターンもの正解を持っていれば、いざ
という場面で必ず相手に言いたいことが伝わるはずです。
　想像してみてください。私たちも被災していて、余裕
があまりない場面で、命にかかわること、食料物資のこ
と、避難所のルールのこと、各種申請やお金のこと等、
すぐに相手に伝えることができますか ?
　やさしい日本語の「やさしい」はあえてひらがな表記
になっています。easy や simple という意味だけではな
く、他者を思いやる kind や gentle という意味も含んで
いるからです。皆さんも、やさしい気持ちで「やさしい
日本語」を試してみませんか ?
�（翻訳通訳グループ「やさしい日本語」担当　鈴木知香恵）

◆ やさしい日本語勉強会 ◆� 5 月 25 日（土）

　KIFA の翻訳通訳グループの中に「やさしい日本語」
担当のボランティアがいます。「やさしい日本語」講師
養成講座で学んだり、日本語教師の資格を持ち、外部講
習に参加して技術を磨いたりしている経験豊かなメン
バーを中心に、自分たちのスキルアップのために勉強会
を開いています。今回の勉強会では災害時に使う避難者
カードを「やさしい日本語」に直す作業を行いました。
　現在 KIFA ウェブサイトの災害時対応ボランティア
のページに掲載されている避難者カードは、むかし作成
されたもので分かりにくいそうです。まずは自治体国際
化協会（CLAIR/ クレア）が「やさしい日本語」を使っ
て作成した避難者カードと見比べて、分かりにくい箇所
をチェックしていきます。

　ペットや車の
有無、日本語が
分かるかどうか
や国籍など必ず
必要な項目が抜
けていたり、注
意書きがなかっ
たりなどの問題
点が挙げられま
した。もともと
の避難者カード
とレイアウトは同じにして、見やすくスッキリさせること
などに注意しながらやさしい日本語に直していきます。
　例えば、「該当するものにチェックしてください」を「□
に✓してください」にしたり、自宅の被害状況で「家が
全壊、半壊」など難しいものはシンプルで分かりやすい
ように、「（家が）こわれました　□全部　□半分　□少
し」など一つひとつの項目を分かりやすくしていきます。
普段私達が何気なく使い、記入している日本語が、いか
に外国人にとっては分かりにくく、伝わりにくいのかが
鮮明になっていきます。
　また、外国人が日本で生活する上でよく目にする簡単
な漢字や覚えたほうが良いと思われる漢字は、あえてひ
らがなにはせず漢字で表記しルビを振ることで、素早く
理解してもらう助けにもなるそうです。
　あっという間に予定の時間をオーバーしてしまうほ
ど、奥深く難しい「やさしい日本語」の修正作業。修正
が終わり次第 KIFA ウェブサイトでお知らせします。

「やさしい日本語」「やさしい日本語」

☑

修正作業中の避難者カード



　５月から新規
タガログ語会話
のクラスが始ま
り、講師は日本
在住が 30 年以
上になる KIFA
のタガログ語通
訳ボランティア、浅井エベリン（リサ）さんです。お嬢
さんの茜（あかね）さんが傍らでにこやかにサポート。
リサさんは KIFA の機関紙 99 号で紹介されたように、
タガログ語、日本語、スペイン語、英語が話せます。ク
ラスは金曜日の午後 2 時から 90 分間行われ、リサさん
はフィリピンの文化も紹介してくれます。小平市民だけ
でなく杉並区からや、日本人だけでなく台湾出身の受講
生もいて、多様性が感じられました。
　この日のレッスンは時間の言い方や、自己・他己紹介
に関連して、名前、出身地や職業の言い方などでした。
タガログ語には多くの英語やスペイン語が取り入れら
れ、少しスペルと発音が異なります。しかしながら、英
語やスペイン語の発音のままでも通じるようです。フィ
リピンの学校の教科書には以前タガログ語と英語の両方
が使われていましたが、現在は英語だけになったそうで
す。だんだんタガログ語が消えていってしまうかもしれ
ないことを、リサさんも茜さんも憂いていました。フィ

リピン政府は海外に若者を送り出し、お金をたくさん稼
いでフィリピンに外貨を持ち帰ってほしいという思惑か
らのようです。実際は、海外に留まって帰って来ない若
者も少なくないとか。
　最後の 15 分間、リサさんはフィリピンのショッピン
グセンターのスライドを見せながら、売っている食べ物
や飲み物などについて話してくれました。日本の下町に
ある駄菓子屋さんやよろず雑貨屋さんの様な風情のお店
が、ところ狭しとたくさんの商品を吊るしたり並べたり
して、参加者は興味津々でスライドに見入りながらリサ
さんの話に耳を傾けていました。リサさんはフィリピン
の紙幣を見せながら、以前は１万円でフィリピンのホテ
ルに２泊できたのが、円安の現在それはできなくなった
と説明。
　そして、フィリピンでよく飲まれているココナッツ
ウォーターが入ったおいしい飲み物が参加者全員に振る
舞われました。リサさんによると、ココナッツウォーター
やココナッツオイルは健康・美容に効果があるそうで、
90 歳なのに 60 歳くら
いにしか見えない女性
のことがフィリピンで
話題になったようです。
レッスンは和やかに終
了しました。

　今回の世界の料理教室は、「日本の梅しごと」と題して、
梅シロップとカリカリ梅を作りました。参加者は 6 人、
台湾と中国の皆さんでした。
　材料に使う梅は、小平産の青梅。世界の料理グループ
ボランティアの小川さんと半谷さんが講師役です。
　まずは梅シロップを作ります。梅は、キッチンペーパー
でしっかり水気をふき取り、ヘタがあると苦くなるため、
爪楊枝でヘタを取ります。密閉袋に梅を 10 個入れ、同
じ重さの氷砂糖も入れます。氷砂糖を入れる理由は、ゆっ
くり溶けるので、梅のエキスが出やすいため。冷暗所で

保存し、1 日 1 回もんで混ぜ、3 ～ 4 日で出来上がると
いうことでした。
　次はカリカリ梅です。最初に、ナイフで梅の周りに 1
周切り込みを入れます。まな板に梅を置き、木しゃもじ
や別のまな板で梅を押さえて割ります。これがなかなか
大変なのですが、木でできた梅割り器という優れものが
あり、参加者の多くは梅割り器を使っていました。それ
が終わると、密閉袋に梅と砂糖、もみ紫蘇を入れ、混ぜ
てから空気を抜き、やさしくもんでから冷蔵庫で保存し
ます。3 ～ 4 日で砂糖が溶け、紫蘇の色がきれいに出て
きてできあがりです。
　一連の作業は 45 分くらいで終了し、参加者は出来上
がった二つの袋を大事そうにバッグに入れていました。
この後は試食を兼ねた懇談でした。梅シロップを強炭酸
でわったサワー、10 日間つけたカリカリ梅、カリカリ
梅の汁で作った寒天など、ボランティアさんたちが事前
に用意したものをいただきました。
　梅は暑い夏に負けないパワーを持っています。抗菌作
用や疲労回復作用などです。そして、あまい、酸っぱい、
おいしいなど、元気をもらえる味わいもあります。季節
には旬の食材をいただく、食の基本でした。青梅は 5 月
末から 6 月上旬に出回りますので、来年挑戦してみては
いかがでしょうか。

日本の梅しごと   -- 世界の料理 --

タガログ語会話・文化体験講座タガログ語会話・文化体験講座

6月13日（木）

取材日：6月14日（金）

できあがった梅と梅割り器を手ににっこり
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編 集 後 記

　以前勤めていた会社で英文・和文社内報編集の仕事
を担当したことがあり、その経験を活かせると思い機
関紙グループに昨年の秋から参加しました。優しいメ
ンバーの皆さんに助けられながら、KIFA のやり方に
徐々に慣れてきましたので続けられそうです。好きな
一眼レフカメラでの撮影も楽しんでいます。� (Y.I.）

◎ボードゲームカフェ（外国人対象）	 9月7日（土）
◎多文化カフェ（外国人対象）	 9月15日（日）・11月23日（祝）
◎多文化理解講座in English	 10月　土曜日（全3回）
◎小学校入学相談会	 10月5日（土）
◎小金井公園ツアー（外国人対象）	 10月13日（日）
◎日本語能力試験（JLPT）対策講座	 10月下旬～11月　土曜日
◎世界の料理（チリ）	 11月13日（水）
◎小平市日本語発表会	 12月15日（日）

※詳しくは、KIFAのウェブサイトまたはミニレターでご確認ください。

これからの行事・講座予定これからの行事・講座予定

　今年度から理事に就任しました宮
本克と申します。三鷹市在住、武蔵
野市在勤の弁護士です。私が多文化
共生というものに関心をもったきっか
けは、母方の叔父がブラジル移民だっ
たこと、妻が障がい福祉の分野で働
いていたことなどでした。そこで、外
国人や障がい者の支援に携わる弁護士になろうと思い、
司法試験の勉強を始めました。
　受験生時代は、著名な国際人権法学者が教授をしていた
神奈川大学法科大学院に通学し、学校がないときは当時住
んでいた吉祥寺にあるコミュニティセンターで勉強をし、
時々吉祥寺のネパール料理屋で食事をしていました。
　その後苦労の末、弁護士になることができたのですが、
縁あって武蔵野市国際交流協会（MIA）の専門相談員を
することになり、10 年近く活動しています。MIA での相
談担当は年に 4 回程度あり、そのうち 1 回は、弁護士、
行政書士、社会保険労務士、精神科医、心理カウンセラー
といった多職種での一斉相談で、多数の通訳ボランティ
アの方も参加する熱のこもったイベントです。
　また、弁護士になってまもなく在日ブラジル人を支援
する NPO 法人の活動にも関与するようになり、埼玉県
にあるブラジル人学校や、愛知県豊田市・豊橋市、島根
県出雲市、福井県福井市、群馬県太田市といったブラジ
ル人の集住地区に出張して法律相談などをしてきました。
　所属する弁護士会多摩支部での活動としては、外国人
専門相談窓口の設置に携わり、相談員としても活動して
きました。弁護士として相談に乗り受任する外国の方の
事件は、個別救済という要素が強いです。一方、国際交
流協会での活動は市民活動であり、地域のボランティア
や他の専門家との交流を通じた多文化共生の実践である
ように感じています。
　MIA を通じて KIFA 理事の長澤行政書士に出会い、弁
護士会多摩支部の活動で KIFA を訪問した縁で理事就任
を依頼され、引き受けることになりました。一人ででき
ることには限りがありますが、力を合わせればより良い
共生社会の実現に貢献できると思います。どうぞよろし
くお願いいたします。

2023 度収支決算（2023 年 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日
まで）および 2024 年度収支予算（2024 年 4 月 1 日～
2025 年 3 月 31 日まで）の内訳
※�詳しい収支決算・予算をご覧になりたい方は、KIFAウェ

ブサイトの「KIFAとは」のページ下部「情報公開」をご覧
ください。

● 支出の部　（内訳）� （単位：円）
科目 2023決算額 2024予算額

事業費

多文化共生に関する事業 2,019,293 2,400,000

国際交流に関する事業 42,973 95,000

国際理解に関する事業 4,311,433 4,598,000

情報収集、調査研究
及び広報に関する事業 1,146,099 1,457,000

管理運営費 14,595,882 15,758,000

● 収入の部　（内訳）� （単位：円）
科目 2023決算額 2024予算額

会費収入 1,099,000 1,085,000

補助金収入（市補助金） 13,942,000 14,737,000

寄付金収入 20,000 20,000

事業収入 6,975,000 6,457,000

理事就任のご挨拶理事就任のご挨拶 弁護士 宮本 克
まさる

2023年度決算および2023年度決算および
2024年度予算2024年度予算


